
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０２１．０４ 

 

 相田みつをさんの『にんげんだもの』を改めてパラパラとめくっておりました

ら、この言葉からしばらく目が離せなくなりました。 

 新型コロナウィルス感染症の猛威は衰えることなく、そのウィルスは変異を繰

り返して、1年以上経った今もなお、私たちの生活を脅かし続けています。 

 いつになったら、日常生活が戻るのかと思っていた時もありましたが、もはや

誰もが、元には戻らないということに気づき、新しい生活に慣れ親しもうと、不

安に向き合いながら一日一日を過ごしていることと思います。 

 そうです、一人ひとりが想う「あの時」には、もう戻らないのですね。それな

らば、前を向いて生きていこうとしても、未来はまったく見えてきません。 

  そんな思いを抱きつつ、この言葉に再び出あいました。過去に悲しみ、未来に

不安を抱える日々の中で、「いま」を大事にすることに気づかされました。 

 過去の悲しみも、未来の不安も、「いま」を生きる私たちと共にあるのです。

私たちは、もっと「いまを大事」に生きることに気をかけなければならないのだ

と思います。「いま」を大事に生きることが、過去の悲しみを受けとめ、前を向

いて生きてゆく心を支えてくれるような気がいたしました。 

 コロナウィスルは脅威です。決して侮ることはできませんが、この時代を共有

する人たちと共に、「いま」を大事に生きてゆきたいと強く願います。 

 そのためにも、できる限りの感染予防対策を施し、寺を開き続けてまいります。 

               真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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